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授業スケジュール
電子機械設計・製作I
（2単位：週1回4コマ）

Week 1 4/9

-

ガイダンス
Week 2 4/16 チーム編成
Week 3 4/23 システム解説Week 4 4/30
Week 5 5/14 ドキュメント登録

標準機開発

Week 6 5/21
P.1 製品企画Week 7 5/28

Week 8 6/11
Week 9 6/18

P.2 システム提案Week 10 6/25
Week 11 7/2
Week 12 7/9

Week 13 7/16 - システム提案プレ
ゼン

Week 14 9/3 P.3 基本設計・試作Week 15 9/10



プロジェクトテーマ報告
ü 日時： 6月18日(金)

MIRSの授業時間の中で準備出来次第

ü 内容： 企画書（フリーフォーマット）
• プロジェクトテーマ名とその意味
• 何を実現したいかの要点（箇条書き可）
• イメージ図
• 技術調査・情報収集に基づく市場動向 etc
発表時間（目安）：8分

DRはシステム提案書からスタートしますが、
報告する内容に関してレビュアの事前チェックを受けること

6/17(木) 17:00までにプレゼンデータを青木まで提出すること



プロジェクトテーマ
l DRはシステム提案書からスタートしますが、報
告する内容に関してレビュアの事前チェックを受
けること（遅くとも2日前まで）

l 企画書はMIRSドキュメントにアップロードする
こと
MIRS210*-PRSN-0001

l コンセプトが決まったらロゴの作成も進めること



V字モデル開発フロー

P.2 システム提案
（要求定義）

P.3 基本設計

P.4 詳細設計
実装

P.5
部品製作
回路製作
プログラミング
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P.2 システム提案

1. 製品企画で考えたプロジェクトテーマ
を実現するためのシステムコンセプト
を具体化（製品カタログのイメージ）

2.システムコンセプトを実現するための
機能や特徴を整理して示す

3.システムの外観図をそれらしく示す
（必要に応じてCADを使用）

4.標準機からの変更点の概要を示す
5.部品購入計画（予算1チーム2～３万）

MIRS210*-DSGN-00**



P.2 システム提案
製品カタログの例

https://www.irobot-jp.com/catalog/

https://www.irobot-jp.com/catalog/


P.2 システム提案
例（Double 3 - Telepresence Robot）

https://www.doublerobotics.com/double3.html

https://www.doublerobotics.com/double3.html


P.2 システム提案
例：配膳ロボット Servi（サービィ）

https://www.softbankrobotics.com/jp/product/servi/spec/

https://www.softbankrobotics.com/jp/product/servi/spec/


システム提案書の目次例
1. はじめに（背景・ねらい）
2. 製品コンセプト
3. システムの外観イメージ
（平面図・立体図など）

4. 主な機能・特長
・想定されるユーザー
・動作シナリオ

5. 仕様一覧
（標準機からの変更点を明示）

6. 価格設定（部品購入計画）

実現可能性に
ついて事前に
相談可



部品購入計画について
ü システム提案で部品購入計画が承認されると
発注が可能になる

ü 基本設計・詳細設計では必要に応じて試作を
行うことが可能

ü MG3/ブースに残ったジャンク部品について
もルールに基づいて使用可能（品番があるも
のは部品表へ）

ü 物品の購入は「MIRS物品発注依頼票」に基
づいて指定の取引先から発注する
→詳細については後日

※ 担当：資材部長 小谷先生



P.3 基本設計・試作
1. システム全体の構成、機能・性
能、開発要素・要件を明確にする

2. 取扱説明書相当のレベルで記述
3. 開発分担とスケジュールの見積
もりを明確にする

4. そのための試作パーツ・モジュー
ルの製作を行う
※ モックアップ・ブレッドボードを活用して
実現イメージを具現化



P.4 詳細設計・試作
1. 各機能を実現するための図面・回
路図・状態遷移図・フローチャー
トなど、それを見れば実装できる
レベルまで書いた設計書

2. メカ・エレキ・ソフトの各パート
毎に詳細に記述

3. 試験仕様書も同時に作成する
4. 試作品などを用いた設計検討に基
づく技術報告書も適宜追加



チーム内の組織作り
基本設計の段階で改めてメカ・エレキ・ソフトに担
当を割り振る

【組織編成の例】
PM（監督）

TL
（キャプテン）
M,E,Sのいずれか
を担当し開発を
リードする

M M E E S S
メカ エレキ ソフト

監督は常に調整役を意識するのと同
時に必要なパートにサポートに入る



本日の予定

ü プロジェクトテーマ報告の目処が立っ
たらレビュアと日程・時間の調整

ü プロジェクトテーマ決定後はシステム
提案へ以降

ü 基本的には作業開始時および終了時に
チームミーティングを行う

ü こまめに議事録を取りドキュメントに
アップしておくこと



作業記録をこまめにつけること

ü 01:ミーティング
ü 02:ドキュメントレビュー
ü 03:ドキュメント整備
ü 20:技術調査
ü 21:システム提案、開発計画立案

1日の作業で項目が異なる場合は
それぞれの作業時間、コードで登録する
こと（最後に工数分析します）


